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「いつもの咳」と思っていませんか？
「かぜはもう治ったのに、咳だけがなかなか止まらない」
「周囲にうつす心配はないと言われたが、咳が続
いて不安」――このような声を外来でよく耳にしま
す。
　咳は体を守るための大切な反応ですが、長引く
場合は注意が必要な症状でもあります。今回は、
長引く咳について、その仕組みや原因、受診の目
安をわかりやすくご紹介します。

咳は体を守るための反射
咳は、気道に入った異物
や痰、ウイルスなどを外に
出すための生体防御反
応です。かぜをひいたと
きに咳が出るのは自然な
ことで、体が回復する過
程の一部でもあります。

なぜ、かぜが治っても咳が続くのでしょうか？
かぜが治った後も、気道
の粘膜に炎症が残ると、
わずかな刺激でも咳が出
やすくなります。冷たい
空気、会話、運動、ほこり
などが引き金となり、「咳
だけ」が長く続く状態に
なることがあります。

「長引く咳」の目安を知りましょう
咳は続く期間によって、次のように分類されます。
• 3 週間以内：急性咳嗽（多くはかぜ）
• 3 ～ 8 週間：遷延性咳嗽
• 8 週間以上：慢性咳嗽

一般的なかぜによる咳は、1～2週間で軽くなりま
す。3週間以上続く場合は、かぜ以外の原因が隠
れている可能性があります。

かぜが治っても咳だけ残る...
長引く咳に要注意！
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長引く咳の主な原因

感染後咳嗽（かぜのあとに残る咳）1
ウイルス感染後に気道が過敏になり、咳だけが続
く状態です。
• 会話中に咳が出る
• 冷たい空気で咳き込む

といった特徴があります。多くは自然に改善します
が、症状が強い場合は治療により楽になることが
あります。

咳喘息（せきぜんそく）2
喘息の一種で、ゼーゼー音や息苦しさがなく、咳
だけが続くのが特徴です。
• 夜間や早朝に咳が出る
• 季節の変わり目に悪化する
• かぜをきっかけに咳が長引いている

といった場合は要注意です。早期治療が重要です。
上記の症状に加えて、ゼーゼー音や息苦しさを感
じる場合は喘息が原因の場合があります。

アレルギーや鼻の病気3
花粉症や副鼻腔炎（ちくのう症）による鼻水がのどに
流れ込み、咳の原因になることがあります。「のどに
何か流れる感じ」「鼻づまりが続く」方は、鼻の病気
が関係しているかもしれません。

胃食道逆流症による咳4
胃酸が食道に逆流し、のどや気道を刺激して咳が
出ることがあります。胸やけがなくても、咳だけが
症状として現れる場合もあるため、見逃されやす
い原因の一つです。

注意が必要な病気5
頻度は高くありませんが、肺がん、非結核性抗酸
菌症、結核などが原因となることもあります。血の
混じった痰、体重減少、息切れを伴う場合は、早め
の受診が大切です。

咳の治療は「原因を見極めること」が大切
咳止め薬は一時的に症状を抑えることはできますが、原因によっては十分な効果が得られません。咳喘息や
喘息では吸入薬、アレルギーが関係していれば抗アレルギー薬、胃食道逆流症では胃薬など、原因に合わせ
た治療が重要です。適切な治療により、長く続いた咳が改善するケースも少なくありません。

こんな咳は受診をおすすめします
次のような症状がある場合は、自己判断せず医療機関に相談しましょう。
• 3 週間以上咳が続く
• 夜や早朝に咳が強くなる
• 息切れや胸の痛みがある
• 血痰、発熱、体重減少を伴う
• 市販の咳止めで改善しない

読者の皆さまへ
　咳は誰にでも起こる身近な症状ですが、長引く咳は体からの大切な
サインです。「そのうち治るだろう」と我慢を続けていると、日常生活の
質が低下したり、治療が必要な病気を見逃してしまうこともあります。当
院では、患者さまのお話を丁寧に伺い、症状の背景を考えながら診療を
行っています。咳が続いて気になるとき、不安を感じたときは、どうぞお
気軽にご相談ください。 呼吸器内科　主任部長　長谷川 功

03



リハビリ通信リハビリ通信リハビリ通信リハビリ通信リハビリ通信リハビリ通信リハビリ通信リハビリ通信リハビリ通信

術前リハビリという新常識

　「リハビリは手術の後にするもの」と思っていませんか？最近では、手術の前から体力を蓄え、コンディショ
ンを整えておくことで、手術後の回復がよりスムーズになることがわかってきました。この取り組みを「プレ
ハビリテーション」と呼びます。今回は、手術に向けて今日からできる簡単なプレハビリテーションをご紹介
します。

今日からできるプレハビリテーション

①やさしい運動
　椅子の立ち座り・軽い散歩・膝伸ばし運動・深呼吸。
　無理なく毎日続けることが大切です。

②栄養を整える 
　身体の材料でもあるたんぱく質を意識し摂取し、水分もこまめに摂ります。
　食欲がない時は少量を数回に分けて食べましょう。カロリーが枯渇しないように。

③生活リズムを整える 
　睡眠をしっかり、昼夜逆転を避け、できる範囲で日常の活動量を維持しましょう。

④心の準備 
　前もって入院から手術の流れを知り、不安事はスタッフへ相談してください。
　前向きな気持ちが心身の回復を後押しします。

　手術前の小さな準備が、術後の大きな一歩につながります。できることから、今日から一緒に始めてみま
しょう。

期待できる効果

プレハビリテーションを行うことで、以下のようなメリットがあります。

リハビリテーション技術科　理学療法士 都田 勉

回復を早める新常識　プレハビリテーションのすゝ め

術後の合併症を
軽くする

入院期間が
短くなる

体力低下を防ぎ、
日常生活へ戻りやすくなる

不安が軽くなり、
安心して手術に臨める
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第 78 回済生会学会・令和 7 年度済生会総会を開催 
滋賀県での開催は 19 年ぶり

News＆ Topics

　2月14日（土）と15日（日）の2日間に渡って、
第78回済生会学会・令和7年度済生会総会を
滋賀県大津市にて開催しました。滋賀県での開
催は19年ぶりとなり、15日は秋篠宮皇嗣殿下
のご臨席を仰ぐとともに、全国から約2,500名
の医療従事者が参加しました。
　本学会のテーマは「働かん方改革!?ｰ医療生
産性の効率化を求めてｰ」です。医師や看護師
の長時間労働を減らしながら、医療の質を向上
させるという、一見相反する課題に正面から向
き合いました。全国の済生会から集まった職員
が、それぞれの施設で積み重ねた知見や改善
事例を持ち寄り、持続可能な医療体制の構築に
向けた具体策を議論・共有しました。

　プログラムでは、ノーベル生理学・医学賞受
賞者の山中伸弥先生による特別講演や、AIホ
スピタルの第一人者である中村祐輔先生によ
る基調講演が行われ、次世代医療の指針が示
されました。また、一般演題は約550題にのぼ
り、日々の診療技術の向上や看護師のタスクシ
フト、AIを活用した効率的な診療支援など、さ
まざまな事例が発表されました。
　本学会で共有された最新の知見や改革の事
例は、今後当院の医療現場にも還元してまいり
ます。これからも「質の高い医療」と「手厚い患
者サービス」を両立できるよう、職員一同、学
びを深めていく所存です。
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Information

当院では無料低額診療事業を実施しています

　詳細は当院ホームページをご確認ください。 ▲HPはこちら

シルバー産業新聞に中村隆志医師の記事が掲載

News＆ Topics

　2月10日（火）発刊のシルバー産業新聞（東京）に、
総合内科の中村隆志医師の記事が掲載されました。

「運動継続のコツは日常生活+α」をテーマに、冬
場の運動継続の重要性について解説しています。
　中村医師は、運動習慣を無理なく続けるコツと
して「トイレに立ったついでに5分間部屋の中を歩
く」「寝起きに布団の中でストレッチする」など、日
常生活の延長として簡単な動きを取り入れることを
提案しています。また週3日程度の筋トレで死亡
率が15%低下し、有酸素運動も加えると40%低
下するというデータも紹介されています。寒い冬
こそ、無理なく続けられる運動で健康維持を心が
けましょう。

第３５２号 ２０２６年（令和８年）　２月１０日（火曜日）（平成９年 11 月５日第３種郵便物認可）（５）
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経
内
科
紹
介
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
を
行
う
場
合
が
あ

る
。

　
必
要
に
応
じ
て
、
健
康

増
進
、生
活
機
能
の
維
持
、

閉
じ
こ
も
り
予
防
や
社
会
参

加
を
目
的
と
し
た
筋
ト
レ
教

室
、
百
歳
体
操
や
ジ
ム
な
ど

の
地
域
資
源
に
も
つ
な
い
で

い
る
。

家
の
中
で
も
で
き

る「
継
続
の
工
夫
」

　
運
動
習
慣
は
生
活
機
能
の

維
持
・
改
善
に
さ
ま
ざ
ま
な

良
い
効
果
を
も
た
ら
す
。
例

え
ば
夜
間
頻
尿
の
人
は
、
夕

食
後
に
30
分
程
度
、
少
し
汗

ば
む
程
度
の
運
動
を
す
る
こ

　
医
療
法
人
青
藍
会
（
小
林

正
貴
理
事
長
）
が
運
営
す
る

介
護
老
人
保
健
施
設
か
す
み

が
う
ら
（
茨
城
県
行
方
市
）

は
20
年
以
上
前
か
ら
在
宅
復

帰
の
た
め
の
排
泄
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
入
所
時
に

介
護
士
・
看
護
師
・
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
が
身
体

機
能
、
皮
膚
の
状
態
、
疾

病
な
ど
の
状
況
か

ら
排
泄
能
力
を
評

価
。
ト
イ
レ
排
泄

が
で
き
る
の
か
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
、
排
泄
時
の
見

守
り
の
必
要
性
な

ど
を
検
討
す
る
。

お
む
つ
や
パ
ッ
ド

が
必
要
な
場
合
は
３
日
間
の

尿
量
計
測
を
行
い
、
使
用
す

る
ア
イ
テ
ム
を
決
定
。
毎
月

開
催
す
る
排
泄
委
員
会
（
Ｃ

Ｓ
Ｔ
）
や
、
毎
日
の
フ
ロ
ア

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
情
報
共
有

す
る
。

　
排
泄
能
力
の
改
善
に
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

た
日
常
動
作
の
リ
ハ
ビ
リ
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
昨
年

９
月
に
は
施
設
の
中
庭
に

「
リ
ハ
ビ
リ
庭
園
」
を
造
設
。

散
歩
を
し
な
が
ら
の
歩
行
リ

ハ
ビ
リ
や
、
園
芸
で
し
ゃ
が

む
、
指
先
を
使
う
な
ど
の
動

作
を
す
る
。

　
屋
内
の
リ
ハ
ビ
リ
は
在
宅

復
帰
を
想
定
し
、
ト
イ
レ
や

手
す
り
・
家
具
な
ど
の
位
置

を
で
き
る
限
り
入
居
者
の
自

宅
に
近
い
環
境
に
整
え
る
。

　
２
０
２
３
年
11
月
に
は
在

宅
強
化
型
へ
移
行
。
25
年
度

（
26
年
１
月
21
日
時
点
）
の

退
所
者
は
60
人
で
、
う
ち
在

宅
復
帰
は
22
人
と
な
っ
て
い

る
。

と
で
改
善
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。

　
た
だ
、
今
ま
で
運
動
を
し

て
こ
な
か
っ
た
人
へ
急
に
習

慣
化
を
求
め
る
の
は
簡
単
で

は
な
い
。
継
続
し
や
す
い
工

夫
の
一
つ
は
、
日
常
生
活
の

延
長
と
し
て
簡
単
な
動
き
を

取
り
入
れ
る
こ
と
。「
ト
イ

レ
に
立
っ
た
つ
い
で
に
５
分

間
部
屋
の
中
を
歩
く
」「
家

の
中
で
15
分
の
歩
行
を
日
課

に
す
る
」な
ど
が
具
体
例
だ
。

　
歩
行
が
難
し
い
場
合
は
、

ベ
ッ
ド
で
寝
た
ま
ま
や
、
い

す
や
壁
を
支
え
に
身
体
を
動

か
す
方
法
も
あ
る
。
特
に
、

ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
る
前
に
軽

く
ス
ト
レ
ッ
チ
や
運
動
を
行

え
ば
身
体
が
温
ま
り
、
寒
さ

で
こ
わ
ば
っ
た
関
節
の
動
き

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
そ
し

て
、
覚
醒
し
て
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
起
き
上
が
る
と
離
床
後

の
ふ
ら
つ
き
、
転
倒
を
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

死
亡
率
の
低
下

　
運
動
継
続
の
長
期
的
な
効

果
の
１
つ
に
死
亡
率
の
低
下

が
挙
げ
ら
れ
る
。
週
３
日
程

度
の
筋
ト
レ
を
習
慣
的
に
行

う
こ
と
で
筋
ト
レ
を
し
て
い

な
い
人
よ
り
も
死
亡
率
が

15
％
低
下
し
、
さ
ら
に
有
酸

素
運
動
も
行
う
場
合
は
死
亡

率
が
40
％
低
下
す
る
こ
と
が

デ
ー
タ
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
た

「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身

体
活
動
・
運
動
ガ
イ
ド
２
０

２
３
」
で
は
、
高
齢
者
に
つ

い
て
「
歩
行
ま
た
は
そ
れ
と

同
等
以
上
の
身
体
活
動
を
１

日
40
分
以
上
（
１
日
６
０
０

０
歩
以
上
）
行
う
こ
と
」
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
無

理
な
く
継
続
で
き
る
運
動
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
。

　
石
毛
豊
秀
事
務
長
は
「
介

護
・
看
護
・
栄
養
・
リ
ハ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
排
泄
ケ

ア
に
積
極
的
に
関
わ
る
風
土

が
で
き
て
い
る
。
全
職
種
の

人
事
評
価
に
排
泄
援
助
の
項

目
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
自

立
排
泄
を
後
押
し
し
て
い

る
」
と
説
明
す
る
。

　
取
組
み
の
き
っ
か
け
は
20

年
以
上
前
に
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー

ム
メ
ン
リ
ッ
ケ
の
排
泄
用

品
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
」

を
導
入
し
た
こ
と
。
同
社
の

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

連
携
し
な
が
ら
、
お
む
つ
の

当
て
方
や
選
定
方
法
の
勉
強

会
を
全
職
員
向
け
に
実
施

し
、
排
泄
技
術
の
向
上
に
も

注
力
し
て
き
た
。

　
排
泄
能
力
に
応
じ
て
▽
比

較
的
自
立
度
が
高
い
場
合
は

ベ
ル
ト
タ
イ
プ
の
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ａ
フ
レ
ッ
ク
ス
」
▽
尿
量
が

多
い
場
合
や
重
度
の
人
は

テ
ー
プ
止
め
タ
イ
プ
の
「
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ａ
ス
リ
ッ
プ
」
▽
パ
ッ

ド
タ
イ
プ
の
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
コ

ン
フ
ォ
ー
ト
」
▽
パ
ッ
ド
と

併
用
す
る
専
用
フ
ィ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
フ
ィ
ッ

ク
ス
コ
ッ
ト
ン
ス
ペ
シ
ャ

ル
」
―
―
な
ど
と
使
い
分
け

る
。

　
ま
た
、
自
力
で
の
ト
イ
レ

排
泄
は
で
き
る
が
便
の
拭
き

残
し
が
あ
る
場
合
は
、保
清
・

保
湿
・
保
護
の
３
つ
の
役
割

を
も
つ
「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
ク
リ
ー
ム
」
を
事
前
に

肛
門
周
辺
に
塗
布
し
、
軽
い

力
で
便
を
き
れ
い
に
拭
き
取

れ
る
よ
う
に
す
る
。

　
介
護
部
長
の
小
島
美
枝
子

さ
ん
は
「
ま
ず
は
入
居
者
の

で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り

評
価
し
、
残
存
機
能
を
最

大
限
活
か
す
こ
と
。
日
々
の

ち
ょ
っ
と
し
た
成
功
体
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
自
立
排

泄
に
繋
げ
る
プ
ロ
セ
ス
に
な

る
」
と
話
す
。

茨
城
エ
リ
ア
で
排

泄
ケ
ア
の
質
向
上

　
同
施
設
は
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー

ム
メ
ン
リ
ッ
ケ
と
茨
城
県

立
中
央
病
院
が
発
起
し
た
、

地
域
連
携
会
「
茨
城
合
同
Ｃ

Ｓ
Ｔ
水
戸
３
セ
ッ
ト
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
。
病
院
・
介

護
施
設
な
ど
約
30
施
設
が
参

加
し
、
排
泄
ケ
ア
の
実
践

や
、
成
功
事
例
な
ど
を
共
有

す
る
。
参
加
し
て
い
る
病
院

か
ら
は
「
老
健
が
し
っ
か
り

取
組
ん
で
い
る
と
、
病
院
か

ら
も
安
心
し
て
患
者
を
送
り

出
せ
る
」
と
信
頼
を
得
る
場

に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
保
険
者

機
能
強
化
推
進
交
付
金
・
介

護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交

付
金
」
は
、
主
に
高
齢
者
の

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に

向
け
た
都
道
府
県
・
市
町
村

の
取
組
を
同
省
が
評
価
し
、

達
成
度
に
応
じ
た
報
奨
金

（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
を
付

与
す
る
制
度
。
２
０
１
８
年

に
創
設
さ
れ
た
。

　
約
３
０
０
項
目
の
評
価
指

標
で
８
０
０
点
満
点
。
保
険

者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
は

①
持
続
可
能
な
地
域
の
あ
る

べ
き
姿
②
公
平
・
公
正
な
給

付
を
行
う
体
制
の
構
築
③
介

護
人
材
の
確
保
そ
の
他
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
の
整
備

④
高
齢
者
の
状
況
に
応
じ
た

自
立
し
た
日
常
生
活
―
―
の

４
カ
テ
ゴ
リ
、
介
護
保
険
保

険
者
努
力
支
援
交
付
金
は
①

介
護
予
防
／
日
常
生
活
支
援

の
推
進
②
認
知
症
総
合

支
援
の
推
進
③
在
宅
医

療
・
在
宅
介
護
連
携
の

構
築
④
高
齢
者
の
状
況

に
応
じ
た
自
立
し
た
日

常
生
活
―
―
に
大
別
さ

れ
、
各
④
は
ア
ウ
ト
カ

ム
指
標
を
置
く
。

　
同
省
は
毎
年
度
、
都

道
府
県
・
市
町
村
別
の

結
果
を
公
表
。
２
０
２

５
年
度
は
都
道
府
県
分

が
平
均
５
２
８
・
８
点

で
前
年
度
比
＋
12
・
７

点
。
最
高
得
点
は
静

岡
県
の
６
２
５
点
だ
っ

た
。
ま
た
市
町
村
分
は

平
均
４
３
５
・
０
点

で
前
年
度
比
＋
12
・
６

点
。
最
高
得
点
は
熊
本

県
荒
尾
市
の
６
４
９
点

だ
っ
た
。

　
カ
テ
ゴ
リ
別
の
得
点

率
を
見
る
と
、
市
町
村

平
均
で
は
支
援
交
付
金

③
の
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
関
連
が
66
・
１
％

で
最
も
高
く
、
②
の
認

知
症
施
策
が
46
・
５
％

で
最
も
低
い
。

練
馬
区
　住
ま
い
確
保

の
伴
走
支
援

　
東
京
都
練
馬
区
（
人
口

74
・
１
万
人
、
第
１
号
被
保

険
者
数
16
・
４
万
人
）
は
６

１
３
点
で
全
国
15
位
。
10
万

人
以
上
都
市
だ
と
唯
一
６
０

０
点
台
で
首
位
に
た
つ
。
機

能
強
化
交
付
金
の
③
「
介
護

人
材
の
確
保
等
」
が
全
国
平

均
46
・
６
点
に
対
し
94
点
と

大
き
く
上
回
る
。

　
例
え
ば
「
地
域
に
お
け
る

介
護
人
材
の
将
来
的
な
必
要

数
の
推
計
を
行
い
、
こ
れ
を

公
表
し
て
い
る
」（
同
区
６

点
満
点
、
全
国
平
均
１
・
12

点
）
で
は
、
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
公
表
す
る
と

共
に
、
同
区
高
齢
者
基
礎
調

査
の
結
果
を
掲
載
。
介
護
事

業
者
が
抱
え
る
運
営
上
の
課

題
は
約
半
数
が
「
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
」、
２
割
半
ば
が「
ス

タ
ッ
フ
の
人
材
育
成
」
を
挙

げ
、
ま
た
６
割
半
ば
の
事
業

者
が
従
業
員
の
不
足
を
感
じ

て
い
る
。

　
ま
た
、「
庁
内
や
都
道
府

県
、事
業
者
、関
係
団
体
、専

門
職
な
ど
外
部
関
係
者
と
の

連
携
体
制
を
活
用
し
、
高
齢

者
の
住
ま
い
の
確
保
と
生
活

の
一
体
的
支
援
に
関
す
る
取

組
を
実
施
し
て
い
る
」（
同
区

６
点
満
点
／
全
国
２
・
22
点
）

で
は
、
住
ま
い
確
保
の
た
め

の
伴
走
型
支
援
事
業
を
居
住

支
援
法
人
へ
委
託
。
高
齢
者

や
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
、
自
身
だ
け
で
は
契

約
や
転
居
等
の
手
続
き
が
で

き
な
い
人
を
対
象
に
、
物
件

紹
介
や
見
学
・
契
約
の
同
行

等
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
さ
ら
に
、
同
連
携
体
制
に

つ
い
て
「
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
の
実
施
や
地
域
の

誰
も
が
参
画
で
き
る
場
づ
く

り
な
ど
、
介
護
保
険
事
業
に

留
ま
ら
な
い
地
域
づ
く
り
に

活
用
」（
同
区
６
点
満
点
／

２
・
32
点
）
の
項
目
で
は
、

区
内
４
カ
所
の
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
地
域
福
祉
推
進
セ

ン
タ
ー
」
に
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。
区

民
や
地
域
団
体
か
ら
地
域
で

注
意
が
必
要
な
住
民
の
情
報

を
収
集
し
、
個
別
訪
問
や
相

談
対
応
へ
つ
な
げ
て
い
る
。

25
年
度
か
ら
は
若
者
ケ
ア

ラ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
新
た
に
配
置
し
、
複
合
的

な
課
題
へ
の
相
談
支
援
体
制

を
強
化
す
る
。

　
長
期
間
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
居

場
所
の
提
供
か
ら
就
労
準

備
、
職
場
定
着
支
援
ま
で
を

行
う
「
あ
す
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
設
置
し
、
社
会
参
加

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
支
援

す
る
。

　
冬
場
は
寒
さ
や
雪
で
外
出
機
会
が
減
少
し
、
筋
肉
量

低
下
、
体
力
低
下
、
社
会
参
加
の
機
会
損
失
を
招
き
や

す
い
。
日
照
時
間
が
短
い
こ
と
で
う
つ
病
な
ど
の
リ
ス

ク
も
高
ま
る
。
日
々
の
診
療
で
高
齢
者
の
運
動
機
能
診

断
や
運
動
習
慣
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
済

生
会
滋
賀
県
病
院
（
滋
賀
県
栗
東
市
）
の
総
合
内
科
部

長
・
中
村
隆
志
医
師
に
冬
場
の
運
動
継
続
の
重
要
性
に

つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

済
生
会
滋
賀
県
病
院

中
村
隆
志
総
合
内
科
部
長

運
動
継
続
の
コ
ツ
は「
日
常
生
活
＋
α
」

老
健
か
す
み
が
う
ら（
茨
城
県
行
方
市
）

排
泄
自
立
へ
生
活
リ
ハ
と
お
む
つ
最
適
化

石毛事務長 （左）、小島部長

保険者機能強化推進交付金 保険者努力支援交付金

指標① 指標② 指標③ 指標④ 計 指標① 指標② 指標③ 指標④ 計 合計

満点 100 100 100 100 400 100 100 100 100 400 800

平均 59.41 65.4 46.6 47.84 219.25 55.28 46.51 66.11 47.84 215.74 434.99

練馬区 76 92 94 60 322 73 70 88 60 291 613

平均との差 16.59 26.6 47.4 12.16 102.75 17.72 23.49 21.89 12.16 75.26 178.01

25年度保険者インセンティブ

都道府県・市町村ともに微増
　
白
十
字（
東
京
都
豊
島
区
、

天
田
泰
正
社
長
）、
白
十
字

販
売
、
白
十
字
物
流
の
グ

ル
ー
プ
３
社
は
１
月
９
日
、

都
内
で
26
年
賀
詞
交
歓
会
を

開
催
、
医
療
衛
生
材
料
メ
ー

カ
ー
各
社
が
集
っ
た
。

　
天
田
社
長
は
、「
一
昨
年

は
能
登
半
島
地
震
に
見
舞
わ

れ
た
新
年
だ
っ
た
が
、
昨
年

も
各
地
で
山
火
事
や
水
害
が

発
生
す
る
な
ど
自
然
災
害
が

相
次
い
だ
。
お
む
つ
な
ど
必

要
な
医
療
衛
生
材
料
の
供
給

に
努
め
た
。昨
年
の
業
績
は
、

諸
物
価
の
上
昇
を
受
け
、
消

白
十
字
グ
ル
ー
プ

26
年
賀
詞
交
歓
会

今
年
、
創
業
130
年

「
ム
ー
ブ
エ
イ
ド
ケ
ア
」の
実
践

関
シ
ル
新
年
互
礼
会
で

費
の
低
迷
や
原
材
料
の
高
騰

に
よ
り
グ
ル
ー
プ
３
社
は
減

収
減
益
と
な
っ
た
。
今
年
は

白
十
字
創
業
１
３
０
年
、
白

十
字
販
売
80
年
を
迎
え
る

中
、
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
実
現
に
向
け
て
よ
り

良
い
製
品
を
開
発
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
１
月
16
日
、
関
西
シ
ル

バ
ー
サ
ー
ビ
ス
協
会
（
福
田

光
正
理
事
長
）
の
26
年
新
年

互
礼
会
が
大
阪
市
中
央
区

で
開
催
さ
れ

た
。

　
福
田
理
事

長
は
、「
人

材
の
確
保
や

諸
物
価
高
騰

で
苦
し
む
介

の
福
祉
用
具
が
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
、
高
齢
者
施
設
に
お

い
て
、
安
心
の
確
保
と
効
率

向
上
を
め
ざ
し
て
、
リ
フ
ト

な
ど
の
用
具
を
し
っ
か
り
使

い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。

　「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
２

６
」（
４
月
15
日
〜
17
日
、

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
）で
は
、

同
協
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
「
ム
ー
ブ
エ
イ
ド
ケ
ア
の

推
進
」
を
掲
げ
、
施
設
に
お

け
る
用
具
活
用
を
テ
ー
マ
に

話
し
合
う
予
定
。

護
現
場
の
現
状
を
踏
ま
え
て

社
会
へ
の
発
信
を
進
め
た

い
。
生
成
Ａ
Ｉ
や
介
護
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
を
し
っ
か

り
業
務
に
取
り
入
れ
、
課
題

解
決
に
取
り
組
み
、
よ
り
良

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
講
演
し
た
特
養
「
い
や
さ

か
苑
」（
兵
庫
県
姫
路
市
）

施
設
長
の
田
上
優
佳
氏
は
、

自
身
の
施
設
で
推
進
す
る

「
ム
ー
ブ
エ
イ
ド
ケ
ア
」
に

つ
い
て
語
り
、「
在
宅
介
護

で
自
立
支
援
に
向
け
て
各
種

協
会
の
役
割
を
訴
え
る
福
田
理
事
長

挨拶する天田社長

滋賀県病院協会優秀職員会長表彰を受賞

　2月1日（日）の第45回滋賀県病院大会にて、
看護師の木村里美副看護部長が「滋賀県病院
協会優秀職員会長表彰」を受賞しました。
　滋賀県内で26年、当院では19年にわたり看
護に従事してきた木村副看護部長は、入職時よ
り退院支援や新人看護師を含めたスタッフの
教育に尽力してきました。また精神看護専門看
護師としてせん妄やうつ、自殺企図などの患者
の直接ケア、さらには職員のメンタルサポート、
県の自殺未遂者対策など地域医療の発展にも
大きく貢献しました。
　表彰を受けて木村副看護部長は「松村看護
部長に推薦いただき、このような賞を頂戴でき

たことを大変光栄に思います。支えてくださっ
たすべての皆さまに感謝申し上げます。残りの
期間、恩返しができるよう努めてまいります。
ありがとうございました」と述べました。

「運動継続のコツは日常生活＋α」
『シルバー産業新聞』2026年2月10日,5頁
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心臓のSOSに気づこう心臓のSOSに気づこう

日時 2026.03.28 土

運営事務局

会場 参加費無料 申込不要

済生会滋賀県病院　医事課　〒520-3046 滋賀県栗東市大橋二丁目4番1号

TEL：077-552-1221　(受付時間：平日8:30〜17:00)

済生会滋賀県病院市民公開講座

10:00〜11:30

済生会滋賀県病院 5階

プログラム (75分)

座長 倉田博之

〒520-3046 滋賀県栗東市大橋二丁目4番1号

1. 開演挨拶
倉田博之 (循環器内科主任部長)

(循環器内科主任部長)

2. 心不全概論
倉田博之 (循環器内科主任部長)

4. 心不全セルフモニタリングで毎日を安心
坂口華乃美 (8階西病棟看護師)

5. フレイル予防とリハビリ〜フレイルってなんだろう？〜
内村賢博 (リハビリテーション技術科主任理学療法士)

6. 閉演挨拶
倉田博之 (循環器内科主任部長)

5分休憩×3回あります

楽しく学べる

体験型講座です！

〜心不全のしくみ・薬の知識・
毎日の気づき・体を動かす力〜

3. お薬と上手に付き合うためのお話
市木香名 (薬剤部薬剤師)

（開場：9:30〜）

済生会滋賀県病院市民公開講座

プログラム (75分)

座長 倉田博之

1. 開演挨拶
倉田博之 (循環器内科主任部長)

(循環器内科主任部長)

2. 心不全概論
倉田博之 (循環器内科主任部長)

4. 心不全セルフモニタリングで毎日を安心
坂口華乃美 (8階西病棟看護師)

5. フレイル予防とリハビリ〜フレイルってなんだろう？〜
内村賢博 (リハビリテーション技術科主任理学療法士)

6. 閉演挨拶
倉田博之 (循環器内科主任部長)

5分休憩×3回あります

3. お薬と上手に付き合うためのお話お薬と上手に付き合うためのお話
市木香名 (薬剤部薬剤師)

楽しく学べる楽しく学べる

体験型講座です！

楽しく学べる

運営事務局
済生会滋賀県病院　医事課　〒520-3046 滋賀県栗東市大橋二丁目4番1号

TEL：077-552-1221　(受付時間：平日8:30〜17:00)
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まちの診療所紹介
かかりつけ医をもちましょう

「かかりつけ医」は患者さんやご家族が、身近に日常的な治療及び健康管理について相談できるお医者さんです。
体調の変化で気になることを気軽に相談できる関係性を築くことで、病気の早期発見や予防につながります。
自宅や職場の近くにかかりつけ医をもっていただくことをお勧めします。

かけはしNo.245　2026年3月
発行元　社会福祉法人 恩賜

財団 済生会滋賀県病院
〒520-3046　滋賀県栗東市大橋二丁目4番1号
TEL （077） 552-1221 （代）   URL https://www.saiseikai-shiga.jp/

私たちは、済生会の 「救療済生」 の精神に基づき、 安全で質の高い医療
の提供と、 心温まるサービスを実践し、 地域の皆様の安心と幸せな未来 
へ貢献します。

病院理念

守山市 こうざき耳鼻咽喉科
院長　神前 英明　先生

～旧「いしべ耳鼻咽喉科」を継承しました～

滋賀県守山市吉身2丁目6-51
JR守山駅西口から徒歩約10分
駐車場30台 完備
TEL．077-582-1334 

【診療科目】
　耳鼻咽喉科・アレルギー科・頭頸部外科

【診療時間】
　休診日：水曜午後、日曜、祝日
　土曜13：00～は予防接種専用時間です（要予約）
　※予防接種は診察時間内でも可能

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝
  9：00～12：00 ○ ○ ▲ ○ ○ ★ ／
15：30～19：00 ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／
▲︰水曜午前は手術のみ（予約制）　★︰土曜は13:00まで

守山市 ひかり眼科
院長　水野 明里　先生

～２０２５年８月開院～

守山市今浜町2620-5　ピエリ守山2階
TEL．077-558-5560
24時間オンライン予約受付可能

【診療内容】
眼科一般／白内障検診／緑内障検診／学校検診／
近視抑制／眼鏡処方／アレルギー（花粉症）／
コンタクトレンズ処方／網膜疾患／黄斑変性／
糖尿病網膜症／網膜動静脈閉塞症

【診療時間】
　※診療終了30分前までの受付になります。

(午前受付12 ： 30まで)(午後受付17 ： 30まで)
初めてのコンタクト処方希望の方は診療終了1時間前ま 
での受付になります。

診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝
10：00～13：00 ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○
14：00～18：00 ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○

　2025年10月より、前院長 石部司医師から、医院を継承することとなり
ました。長年にわたり地域の皆さまに親しまれてきた医院を引き継ぐこと
となり、大きな責任とともに身の引き締まる思いでおります。
　「みみ・はな・のど」の耳鼻咽喉科全般の診療に加え、アレルギー治療や鼻・
耳の⽇帰り手術にも力を入れています。
　中でも、スギ花粉症やダニによる舌下免疫療法、好酸球性副鼻腔炎の
診療・研究に取り組み、幅広い知識と豊富な経験を有しています。
　また、頭頸部外科医としても、長年にわたり頭頸部腫瘍や甲状腺疾患の
治療に携わってきました。豊富な診断機器や設備を備え、迅速かつ正確な
診断ができます。
　日常的な症状から専門的なご相談まで、どうぞお気軽にご相談ください。

　このたび生まれ育った滋賀の地、ピエリ守山にて眼科クリニックを開院
いたしました。日々の暮らしの中で何気なく使っている「目」。その大切さに
改めて向き合える場所を、琵琶湖のほとりにつくりました。
　充血や眼のかゆみ・白内障・緑内障などの眼科一般診療に加え、小児眼
科（近視抑制も対応可能）やコンタクトレンズ処方、学校検診など幅広く対
応しております。
　皆さまの目の健康を守るパートナーとして、末永くお役に立てるよう努
めてまいります。土日・祝日も診療しておりますので、目のことで少しでも
気になることがございましたら、お気軽にご来院ください。

野
洲
川

●吉身小学校
旧中
山道

●県立総合病院

すこやか通り

新
中
山
道

琵琶
湖線

たねや●

●はま寿司

●エディオン
●モリーブ

元町

八代

守山市役所●

11

2

●びわこスカイ
　アドベンチャー あさやけファーム●

びわ湖

ピエリ守山

601

559

477

▲HPはこちら

▲HPはこちら


